




第5節 先 行 調 査

1調 査 目的

近 年食 品 の 安全 性 につ いて 社会 問題 とな って い る もの 、 又 は新 規 開 発食 品 等で 安 全性 が 不明

確 な もの につ い て、 先取 り的 に調査 を実施 し、 これ らの安 全確認 及 び安 全 基 準設 定 の 資料 とす

るため の調 査 、 研究 で あ る。

2調 査 事 項

平成8年 度 は、次 の15テ ー マにつ いて 実施 した。

(1)輸 入 農産 物 加工 品 に残 留 す る殺 虫剤 等 の衛 生学 的実 態 調 査

(2)東 京 湾産 魚 介 類 にお け る農 薬等 の汚 染実 態 調査

(3)魚 介 類 の病 原 ビブ リオ 汚染 実態 調 査

(魚 介 類 のV.cholera non-01等 の病 原 ビブ リオ汚 染実 態調 査)

(4)貝 類 にお け る ウイ ル ス分 布実態 調 査

(5)化 学 的合 成品 以外 の添 加 物 にお け る有 害物 質 の含 有 実態 調査

(6)ゴ ム製 調 理及 び容器 包 装 の衛生 学 的実 態調 査

(7)食 品 の期 限表 示 導入 にお ける衛 生 学 的実 態調 査

(8)輸 入魚 介 類 に おけ る寄 生 虫実 態調 査 と安 全性 の検 討 につ いて

(9)バ イ オ テ ク ノロ ジー を応 用 した食 品 等 の衛生 学 的調 査

(10)生 食 用食 肉 類 にお け るVero細 胞毒 素産 生 性 大腸 菌 の汚 染実 態調 査

(11)ミ ネ ラル ウ ォー ター類 の衛生 学的 実 態調 査

(12)機 能 性成 分 を含 有 した加 工食 品 の衛 生学 実 態調 査(茶 葉 ・茶飲 料)

(13)国 産 野 菜 ・果実 の 残 留農 薬 実態調 査

(14)畜 水 産 食品 にお け る抗菌 性 物質 の残 留実 態 調査

(15)冷 凍 野 菜 中の リン酸 塩及 び農薬 の含 有量 実 態調 査

3実 施 期 間

平成8年4月 か ら平 成9年3月 まで

4実 施 内 容 及 び結 果

(1)輸 入 農 産物 加 工 品 に残 留 す る殺 虫 剤等 の衛 生学 的 実態 調 査

ア 調 査 目的

我 が 国 の食 品輸 入 量 は、年 々増 加 し多様 化 して きて い る。 輸 入食 品 につ いて は、 生産 国

の気 候 風 土 、規 制等 が 我 が国 とは異 な る ことか ら、 そ の安全 性 につ いて消 費 者 の関 心 が高

ま って い る。

特 に農 産物 は、長 期 貯 蔵や長 距 離輸 送 な どが行 わ れ て お り、 害虫 を 防 除す る必 要 か らポ

ス トハ ーベ ス ト農薬(収 穫後使 用 され る農薬)の 使 用 が許 可 され て い る国 が あ る。

ポス トハ ーベ ス ト農 薬 は、収穫 前 に使 用 され る農 薬 に比 べ る と食 品 に残 留 しやす い と言

わ れ て い る(注1)。 これ らの こ とか ら、輸 入農 産 物 加工 品 につ いて 、殺 虫 剤 ・殺 菌 剤 ・

防 ば い剤 な どの 残留 実 態 調査 を実 施 したので 報告 す る。
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イ 調査 内 容

(ア)調 査 期間 平 成6年4月 か ら平 成9年3月 まで

(イ)調 査 品 目

輸 入 食品販 売 店 に お いて購 入 し、 又 は食品 の輸入 業 ・倉庫 業及 び流通 拠 点 にお いて 収

去 した農産物 加 工 食 品(シ リアル食 品、 シ リアル 食品 以 外 の穀物 加 工食 品 、原 料 用果 汁 、

原 料用 以外 の野 菜 ・果実 加 工品等)を 検 体 と した。

(ウ)検 査 機 関 東 京 都 立衛 生 研究 所食 品研 究 科 農薬 分析 研 究 室

ウ 検 査方 法

平成4年 厚生省 告 示 第239号 及 び、農 薬登 録 保留 基 準ハ ン ドブ ック等 に記載 の分 析 法 に

準 拠 して 分析 した 。

エ 調査 結 果

検査 項 目と検 査 品 目数を 「表-1」 に示 した。3年 間 で8薬 剤 につ い て、316品 目の 食

品 を検 査 し、検 査 項 目数 は1609で あ った。 内訳 は、 シ リアル食 品が27品 目、 シ リアル食 品

外 の穀 類 加工食 品 が100品 目、原料 用 果汁 が91品 目、原 料 用果 汁以 外 の野 菜 及 び果 実加 工

品 が98品 目であ る。

検 査項 目につ い て は検体 とな る食品 の原 材 料や その原 産 国 な どを勘 案 して設 定 した 。検

査 の結 果、 調査対 象 と した薬 剤 が検 出 され た もの につ いて 「表-2」 に示 した 。3年 間で

14品 目の検 体か ら4種 類 の薬 剤 が検 出 され た。 同一 品 目か ら複数 の薬 剤 が検 出 され た もの

が あ るた め、調 査対 象薬 剤が 検 出 された 項 目の 数 は17項 目で あ った。

(ア)殺 虫剤

合計1056項 目 につ いて 調査 した と ころ、 オ ース トラ リア産 の シ リア ル食品 か ら平 成6

年 に は クロル ピ リボ ス メチルを0.07ppm(表-2に 示 す(1))、 平成7年 に は2検 体(表-

2に 示 す(2)(3))か らク ロル ピ リホ ス メチル とフ ェニ トロチ オ ンが 同 時 に検 出 され た。 し

か し、平成8年 に は フ ェニ トロチオ ンが 検 出 され た もの か ら他 の薬 剤 は検 出 され なか っ

た。

また、 穀物加 工 食 品 で は、平 成8年 に ス イス産 の小 麦 加工 品(表-2に 示す(4))か ら

クロル ピ リホ ス メチ ル と ピ リ ミホス メチ ルが 同時 に検 出 され、 ま た、 ノル ウ ェー産 の小

麦加 工品 か らも ピ リミホス メチルが 検 出 され た。

(イ)防 ば い剤

OPP,TBZ及 びイ マ ザ リル につ いて553項 目の調 査 を行 った ところ、 平 成7年 に1品 目、

平成8年 に7品 目か らTBZが 検 出 され た 。 いず れ もりん ご、 な し及 び柑 橘類 を原 料 とす

るア メ リカ産 の 果 実加 工 品で あ った。

オ 考 察

(ア)殺 虫 剤 ・殺菌 剤

本調 査で 殺虫 剤 が 検 出 された オ ー ス トラ リア産 の シ リアル4検 体 お よ び スイ ス と ノル

ウエ ー産 の穀物 加 工 食 品2検 体 は、FAO/WHO設 定 の最 大残 留基 準(小 麦 粉 に お い

て ク ロル ピ リボ ス メ チル2ppm、 ピ リ ミホ ス メチル2ppm、 フ ェニ トロチオ ン1ppm)

お よび食品 衛生 法 の基 準(小 麦 粉 にお いて の残 留 基準 値 、 クロル ピ リホ ス メチル 設定 な

し、 ピ リ ミホ ス メチル1ppm、 フ ェニ トロ チオ ン1ppm)と 照 ら し合 わせ て も健 康上 問

題 とな る数 値 で は なか った。
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平成6年 お よ び7年 に調査 した(表-2に 示 す(1))お よび(表-2に 示す(2))は 同種

の 商 品 で、 原料 に外皮 付 き小 麦 、 コー ング リッツ、麦 芽 、オ ー ツ麦 を使 用 して い た。 こ

れ らの うち、脱 穀 処理 され て い な い小 麦の 外皮 に クロル ピ リボ ス メ チルが残 留 して い た

可 能 性 が あ る と考 え られ る。オ ー ス トラ リアか らの船 舶輸 送 で は、 赤道 を通 過 す るた め、

収 穫 後 に農 薬 を使 用 す る ことが あ る。今 回 オ ー ス トラ リアの 加工 品 か ら検 出 され た もの

は、 この よ うな ポ ス トハ ーベ ス ト農 薬処 理 した原 料 を使用 した こと によ る と示 唆 され る。

次 に、平 成6年 に クロル ピ リホ ス メチ ル0.07ppmが 検 出 され た(表-2に 示 す(1))が 、

平 成7年 に は0.23ppm(表-2に 示 す(2))と 高 くな った理 由 と して 、 そ の年の気 候 状 況、

農 作 物 の生 産 状況 、 製 品の製造 状 況 な どに よ り、原 料へ の農 薬使 用 量 が変 化 した ことが

推 察 され るが 、 高 くな った原 因 は不 明 で あ る。 また 、平 成7年 の結 果 で 、(表-2に 示

す(2))お よ び(表-2に 示す(3))の シ リア ルか ら クロル ピ リボ ス メチル とフ ェニ トロ チ

オ ンが 同時 に検 出 され た。昭和59年 か ら63年 度 の調 査 に よる と、 オ ー ス トラ リアで は主

に殺 虫 剤 と して フ ェニ トロチオ ンが使 用 されて い た(注2)。 しか し、 近年 フェニ トロ

チ オ ン の検 出 量 が 減 少 し ク ロル ピ リボ ス メ チル が 主 に検 出 され る よ うに な って い る

(注3)。

この ことか ら、 対象 害虫が フ ェニ トロチオ ンに対 して薬 剤耐 性 を獲 得 しつ つ あ るため 、

ク ロル ピ リホス メ チルを通常 使 用 し、病 害 虫 の大 発生 等 、条件 が 悪 い年 には フ ェニ トロ

チオ ン と クロル ピ リホ ス メチ ルを 併 用 す る こ とが 考え られ る。

平 成8年 は、 スイ ス産 の穀 物 加 工 食 品(表-2に 示 す(4))か らク ロル ピ リボス メ チル

と ピ リ ミホ ス メチル が同 時に検 出 され 、 ノル ウ ェー産 の穀 物加 工 食 品 か らも ピ リミホス

メ チル が検 出 され た 。

ピ リ ミホ ス メチ ルは、 ヨー ロ ッパ 産 の小 麦製 品 か ら検 出 され た報 告が あ る(注4)。

今 回 の 調査 結 果 か ら、 ヨー ロ ッパ で は現在 もな お ピ リミホ ス メチ ルが使 用 され 、 また複

数 の 薬 剤 を併 用 して い る ことが 認 め られ た。

殺 虫 剤 な どの農 薬 は、 その年 に よ り農産 物へ の使用 状 況が異 な るた め、 使用方 法 や濃

度 に よ って は、加 工 品 に残留す る恐 れ が あ る。今 回 の調 査で は 、 カル ベ ンダゾール 、 エ

チ オ ンは検 出 され なか ったが 、ベ ノ ミル また はチオ フ ァネ ー トメ チル は、 過去 にお い て

バ ナ ナ に使用 され た実態 が あ る。 ま た、 エ チオ ンは グ レー プ フル ー ツ等 の柑橘 類 に使用

され て いた(注6)。 従 って 今後 も調 査 を継 続 す る必 要 が あ る と思 わ れ る。

(イ)防 ば い剤

今 回調 査 した結 果 、 ア メ リカ産 原 料 用 果汁6検 体 と、 ア メ リカ産 マー マ レー ド、 ア ッ

プ ル ソー スの計8検 体 か らTBZが 検 出 され た 。 この結 果 は、FAO/WHO設 定 の最

大残 留 基 準(リ ン ゴにお いて10ppm)お よび食 品 衛生 法 の柑橘 類(最 大 残存 量10ppm)と 照

ら し合 わせ て も、 問題 とな る数値 で は なか った 。

TBZは 、か び防止 目的 の ポ ス トハ ーベ ス ト農薬 と して柑 橘 類 や リンゴに使 用許 可 さ

れ て い る国 が あ る。平 成7年 度 にTBZを 検 出 したマ ー マ レー ドは、 原料 と して果 肉 だ

けで な く果皮 も用 い るので外 皮 に残留 して い た こ とが推 察 され る。 ア メ リカで は リンゴ

に対 す るTBZの 使用 は、 ポ ス トハ ーベ ス ト農 薬 と しての み認 め られ て い る。

今 回 、TBZが 検 出 され た ア ップ ル ソース と リンゴ果汁 につ い て は、 ポ ス トハ ーベ ス

トと して収 穫後 の リンゴに使 用 したTBZの 残 留が 推 察 され る。
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グ レー プ フル ー ツの原 料 用果 汁3検 体 か らTBZが 検 出 され た が 、TBZの 使用 状 況

を確 認 す る ことはで きなか った。

本調 査 で は、 イ マザ リル 、OPPは 検 出 され なか ったが 、我 が 国で 食品 添加 物 と して

使 用が 認 あ られ て い る(注5)。 従 って、今 後 も調 査 を継 続 す る必要 が あ る と思 われ る。

カ ま とめ

今回 の調 査か ら、 輸入 農産 物 加工 食 品 に も農薬 が残 留 して い る ことが認 め られ た。

しか し、検 出され た残 留量 は健康 上 問 題 とな る数値 で はな か った。 しか し、農産 物 加 工

食 品の 農薬 残留 レベ ル は、原 産 国 の天 候 や原 料 の生 産状 況 、対 象害 虫 や微 生物 の薬 剤 耐 性

製 品 の製造 状況 な ど に左 右 され る こ とが 考 え られ る。 よ って 、今後 は研究 機 関や 行政 か ら

公 表 され る残留 農薬 の 調査 資料 や原産 国 の気象 状況 と社 会 事 情 につ いて情 報 収集 を行 い、

この調 査 を続 け、実 態 を 明 らか に して い く必要 が あ る。

<参 考 文献>

(注1)「 食 品添加 農薬 気 を つ け よ う輸 入食 品2」 平 成6年1月 、学 陽書 房 小 若順 一

(注2)「 輸 入穀類 中 有機 リン系 農薬 の 残 留実 態 と小 麦製 粉工 程 に お ける挙 動 」

食品 衛生学 雑 誌、 第30巻 、第5号 、平 成元 年10月 、永 山敏廣 他

(注3)「 食 品 にお け る農 薬 の実 態調 査 と1日 摂取 量 につ いて 」

食 品衛生研 究 、第47巻 、 第3号 、1997年 、富 田正 武/国 立衛 生 試験 場

(注4)「 輸 入穀 類加 工品81988～1994)中 の残留 有 機 リン系 農薬 」

食 品衛生学 雑 誌 、第37巻 、第6号 、平 成8年 、永 山敏廣

(注5)「'96く ら しの 衛生 特 集 号 」東 京 都食 品環 境指 導 セ ンター

(注6)「'95く ら しの 衛生 特 集 号 」東 京 都食 品環 境 指導 セ ンター
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表1検 査項目と検査品目数

検査項目数合計1609

表2年 度別 殺菌剤等の検査結果 (単位ppm)

(1)と(2)は同一商品で別 ロット、(2)は同一検体、(4)は同 一検体
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(2)東 京 湾 産 魚 介 類 等 に お け る 農 薬 等 の 汚 染 実 態 調 査

(東 京 湾 産 ア サ リ中 の 有 機 塩 素 系 化 合 物 等 の 汚 染 実 態 調 査)

ア 調 査 目 的

本 調 査 は 、 東 京 湾 に お け る農 薬 等 に よ る汚 染 実 態 を 把 握 す る た め 、 昭 和50年 か ら継 続 し て

実 施 して き た もの で あ る。 平 成8年 度 も5、7、9月 期 に実 施 した の で 、 そ の 結 果 を 報 告 す

る。

イ 調 査 方 法

調 査 場 所 は 昨 年 と 同 様 、 東 京 湾 内 の6地 点(金 沢 八 景 、 羽 田 、 三 枚 州 、 船 橋 、 木 更 津 、 富

津)(図-1)と 多 摩 川2地 点(府 中 、 田 園 調 布)及 び 本 年 度 か ら荒 川 下 流1地 点(葛 西)

を 加 え た9地 点 と した 。

検 体 は 湾 内 で は ア サ リ2kg、 海 水3ι 、 底 質1kgを 、 河 川 で は 河 川 水3ι 、 底 質1kgを 検

体 と した 。 こ の他 、 荒 川 に つ い て は シ ジ ミ、 カ キ 各3kgも 検 体 と して 用 い た 。

ウ 検 査 機 関 及 び検 査 項 目

(ア)都 立 衛 生 研 究 所 乳 肉 衛 生 研 究 科 食 肉 魚 介 化 学 研 究 室

ア サ リ、 カ キ 、 シ ジ ミ、 海 水 、 河 川 水 及 び 底 質(湾 内6地 点 を 除 く)

HCH(BHC類).DDT類.デ イ ル ド リ ン(DEL).ヘ プ タ ク ロ ル.エ ボ キ シ ド

(HPE).ク ロ ル デ ン類.ク ロ ル ニ トロ フ ェ ン(CNP).オ キ サ ジ ア ゾ ン ・ク ロ ル ピ

リホ ス.ヘ キ サ ク ロ ロ ベ ンゼ ン(HCB)

(イ)都 立 衛 生 研 究 所 微 量 分 析 研 究 科 有 害 物 化 学 研 究 室

ア サ リ、 カ キ 、 シ ジ ミ、 海 水 、 河 川 水 及 び 底 質

PCB.TBTO重 金 属(As. Co. Cd. Zn. Cr. Cu. Pb. Hg)

エ 検 査 結 果

(ア)ア サ リ中 の 農 薬 等 に つ い て

総HCH. HPEは 昨 年 と 同 様 、6地 点 全 て か ら検 出 さ れ な か っ た 。

9月 に 採 取 した 金 沢 八 景 の ア サ リか ら は総DDTが0.030ppm、 総 ク ロ ル デ ンが0.046ppm

オ キ サ ジ ア ゾ ンが0.029ppm、 ク ロ ル ピ リホ スが0.013ppmと 高 い値 で 検 出 さ れ た が 、 総 じて

農 薬 の 検 出 さ れ な か っ た 地 点 が 増 え 、 値 も低 下 し た 。

さ ら に 金 沢 八 景 の9月 採 取 分 か ら は 、 平 成6、7年 度 に は 検 出 さ れ な か っ たCNPが

0.003ppmま た 過 去5年 間 ど こ の 地 点 か ら も検 出 され な か っ たDELも0.004ppm検 出 さ れ た 。

HCBに つ い て は 、 今 年 度 ど こ の 地 点 の アサ リか ら も検 出 さ れ な か っ た 。(表-1)

(イ)海 水 中 の 農 薬 等 に つ い て

今 年 度 は7月 に 摂 取 した 羽 田 の 海 水 か ら ク ロル ピ リホ ス が0.005ppb検 出 さ れ た だ け で あ

る。

(ウ)多 摩 川(2地 点)の 水 及 び 底 質 中 の 農 薬 に つ い て

水 は 昨 年 度 と 同 様 、 両 地 点 か ら総 ク ロ ル デ ン と ク ロ ル ピ リボ ス の2種 類 の 農 薬 が 検 出 さ

れ た が 、 下 流 の 田 園 調 布 地 点 の 方 が 高 い 値 を 示 し 七 い た 。(表-2)底 質 につ い て は 、5

月 採 取 した 田 園 調 布 地 点 か ら総DDTが0.001ppm、 総 ク ロ ル デ ン0.003ppm、 ク ロ ル ピ リホ

ス が0.013ppm検 出 さ れ た だ け で あ る 。(表-3)

(エ)荒 川 の シ ジ ミ、 カ キ 、 水 及 び 底 質 中 の 農 薬 に つ い て

シ ジ ミか ら総DDT、DEL、 総 ク ロ ル デ ン、CNP、 ク ロ ル ピ リホ ス とHCBの6種
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類 の農 薬 グ検 出 され たが 、DEL、HCBの2種 類 は湾 内6地 点 の ア サ リか らは検 出 され

て い な い。

な お、 今 回検 出 され た総DDT、 総 ク ロル デ ン、 クロル ピ リボス の平 均 値 は アサ リの例

年 の平 均 値 の10倍 で あ った。 カキ は総DDT.DEL.総 ク ロル デ ン、 オキサ ジア ゾ ンと

クロル ピ リホ スの5種 類 の農 薬が 検 出 され たが 、採 取 月 ごとに値 に ば らつ きが 見 られ た。

水 は5月 の採取 分 か らクロル ピ リホスが 、7月 の採 取分 か ら総DDT、 総 ク ロルデ ン、

クロル ピ リホ スの3種 類 と、9月 採取 分 か らはDELだ けが検 出 さ れ た。

底質 につ いて は総DDTと 総 クロル デ ンの2種 類 の 農薬 が3回 と も検 出 され たが 、 その

値 は多 摩 川(2地 点)の 底 質 と大 差 はなか った。(表-4)

(オ)ア サ リ、海 水 、底 質 中 の重 金属 に つ いて

どの地 点 の アサ リもお おむ ね昨 年度 と同 様 な検 出値 で あ ったが 、Pbに つ いて は どの地

点 と も平 成6年 度 と く らべ2倍 以 上 の値 で あ った。(図-2)海 水 か らは重金属 は全 く検

出 され なか った 。底 質 につ いて は、 ア サ リとほぼ 同 じ検 出 レベルで 、Pbも 同様 な傾 向で

あ った。(図-3)

(カ)多 摩 川(2地 点)の 水 及 び底質 中 の重 金 属 につ いて

いず れ の水 か ら も全 く検 出 され な か った。

底質 は 田園調布 地 点 につ いて は昨年 と同様 な検 出結 果 とな ったが 、府 中地 点 で はPbと

Hgを 除 き昨年 の2倍 以 上の 値で あ った。

(キ)荒 川 の シ ジ ミ、 カ キ、 水及 び底 質 中 の重 金属 につ いて(昨 年1回 実 施 との比較)

シ ジ ミとカキ は 、昨 年 の結 果 よ りほ ぼ全 てで 高 い検 出値 で あ った。

水か らは全 く検 出 され なか った。

底質 は、CoとZnが 昨年 の検 出値 を大 き く上回 ったが 、他 の重 金 属 は同 レベルで あ っ

た。(表-5)

(ク)ア サ リ、海 水 、底 質 中 のPCB.TBTOに つ いて

アサ リ、底 質 のPCBは 、 昨年 と同様 に検 出限界値0.01ppmレ ベ ル で散 見 され た。

TBTOに つ いて は、 昨年通 り富 津 と金沢 八 景の ア サ リで高 い値 の 傾 向が 見 られた 。

底 質 か らはいず れ も検 出 されな か った。

(ケ)多 摩 川(2地 点)の 水及 び底 質 中 のPCB.TBTOに つ いて

いず れ の水 、底 質 か ら も検 出 され なか った。

(コ)荒 川 の シ ジ ミ、 カキ 、河 川水 及 び底 質 中 のPCB,TBTOに つ いて

シジ ミとカキか らPCB.TBTOが 検 出 され たが 、 シ ジ ミ中のPCB値 は6地 点 の ア

サ リの 平均 値 よ り2～5倍 と高 い値 で あ った。(表-5)

底 質 か らはPCBが 検 出 され たが 、TBTOは 検 出 され なか った 。

河 川 水 につ いて は、 いず れ も検 出 され なか った。

オ 考 察

(ア)9月 に採 取 した 金沢 八 景 の アサ リか らは多種 類 にわ た り高 い値 の有 機 塩 素 農薬が 検 出 さ

れた が 、同 地点 の 海水 か らは全 く検 出 され な か った。 この地 点 に流れ 込 む 河川 の存 在 、潮

流等 が原 因 と考 え られ る。

(イ)5月 に採取 した荒 川 の シ ジ ミと9月 に採 取 した金 沢 八景 の アサ リだ けか ら農 薬のCNP

が検 出 され たが 本 品 は平成6年3月 に使 用 中止 にな って い る。
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本 調 査 で も平 成6、7年 度 はアサ リ、底質 か ら全 く検 出 されな か った こ とか ら、今 後 も

注視 して 行か な けれ ば な らな い農 薬 の一 つで あ る。

(ウ)有 機 リン系 農薬 の 一つ で あ る クロル ピ リホ スが多 摩 川(2地 点)の 水 及 び荒 川 の シジ ミ

とカキか ら高 い値 で 検 出 され、 金沢 八 景 のア サ リ、羽 田 の海水 か ら も若干 の値 で 検 出 され

た。

本 品 は 、 クロル デ ンに替 わ るシロ ア リ駆 除用 剤 と して今 後需 要 の増 加 が見 込 まれ る こと

か ら注 視が 必要 で あ る。

(エ)昨 年 の調 査 は1回 のみ 実施 した が 、今 年度 は3回 の 本 格 的実施 とな った荒 川 地点 の シ ジ

ミにつ い て、荒 川 河 口 に位 置す る三 枚州 の アサ リと農 薬 の検 査結 果 を比 較 して み ると シ ジ

ミの方 が 検 出 され た 農薬 の 種類が 多 く検 出値 も高 い傾 向 が み られ た 。

重金 属 につ いて はCr、Cu、Pbの 検 出値 が 高 く、特 にCrは 顕 著 であ った。

この地 域 の シ ジ ミは、 旧来 か ら近 隣 住民 が摂 取 し喫食 して い る ことか ら、 今後 も継 続 し

て調 査 してい く必 要 が あ る。

カ ま とめ

農薬 を は じめ とす る各種 化学 物質 に よ る環境 汚 染 は 、 これ まで施 行 され た法 律 等 に よ る製

造 、使用 の 規制 に よ って 、一定 の成 果 を 上げ て来 た と考 え られ る。

最 近 、東 京湾 の 巨大 海 底穴 の埋 め立 て が始 ま り、 埋 め立 て 用 に湾 内 の 航路 浚渫 や 廃棄 物 処

分 用海域 の掘 削で生 じる土砂 が大 量 に使 用 されて い る。

これ ら土 砂 中 には難 分 解性 の化学 物 質 が含 まれ て い る可 能 性が あ り、 何 らか の要 因 で拡 散

され る危惧 が あ る。

このよ うに、東 京湾 内 にお ける環境 状 況 は常 に流 動 的 で あ る ことか ら、今後 も農薬 等 の汚

染物質 の 実態 把握 に務 め る必要 が あ る。
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図-1試 料 採 取 地点
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図-2ア サ リ中 のPb検 出 状 況

図-3底 質 中のPb検 出状 況
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表-1ア サ リ中め残 留 農薬

単 位ppm<WET BASE>

ND:検 出 限界 以下 (H・8)
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表-2多 摩 川 の河 川水 中 の残 留 農薬

単位ppb

ND:検 出 限界以 下 (H・8)

表-3多 摩 川 の底 質 中の残 留 農 薬

単 位ppm<DRY BASE>

ND:検 出限界 以下 (H・8)
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表-4荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・河 川 水 ・底 質 中 の 残 留 農 薬

注1Avは 年3回 の 平 均 値 を 表 す 。

2シ ジ ミ ・カ キ は(WET BASE)で の 濃 度ppmで 示 す 。

3底 質 は(DRY BASE)で の 濃 度ppmで 示 す 。

4河 川 水 の 濃 度 はppbで 示 す 。

ND:検 出 限 界 以 下
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表-5荒 川 の シ ジ ミ ・カ キ ・河 川水 ・底 質 中 の重 金属及 びPCB・TBTO
単 位ppm

注Avは 年3回 の平均 値 を 表 す
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(3)魚 介類 の病 原 ビブ リオ 汚染 実 態調 査

(魚 介類 のV.cholera non-01等 の病 原 ビブ リオ 汚染 実態 調査)

ア 調 査 目的

平 成7年 の食 中毒 発生 件 数 を病 因物 質別 構成 割合 で 見 る と、細菌 性食 中毒 の うち、腸 炎 ビ

ブ リオ に よ る ものが35.1%で あ り、第 一位 を 占めて い る。

そ こで、 コ レラ菌 と本質 的 に相 違 がな い と言わ れて い る非Olコ レラ菌 、Vibrio.mimicusを

は じあ とす る病 原 ビブ リオの 自然 界 にお け る分布 調査 の一 環 と して 、都 内 魚介 類販 売店 か ら

収 集 した生 鮮 魚 介 類 を中心 に、汚 染 実態 調 査 を 行 った。

イ 調 査方法

(ア)実 施期 間

平成8年3月 か ら平 成9年2月 まで

(イ)調 査対 象 品 目(表-1)

()内 は国 内産 の検 体数

漬 け水:バ ッ トに入れ た生 理 的食 塩水 に検 体 を浸 した もの

可食部:表 皮 、殻 等 を取 り除 いた食 用 とす る肉質 部分
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(ウ)検 査 項 目

病 原 ビブ リオ(V.parahaemolyticus,V.cholera non-01,V.mimicus,V.fluvialis,V.furni

-ssii ,V.vulnificus)、 大 腸菌 、 大腸 菌 群 、黄色 ブ ドウ球 菌、 エ ロモ ナス、 プ レジオ モ ナ

ス

(エ)検 査 機 関

衛 生 研 究所 乳肉衛 生 研 究科 食 肉魚 介 細菌 研究 室

(オ)検 査方 法

食 肉衛 生細 菌検 査 マ ニ ュ アル に準 じて 行 った。

ウ 調 査 結 果(表-2～ 表-4)

(ア)病 原 ビブ リオ

生 鮮 魚 類253検 体 中82検 体 か ら検 出 され 、 その産 地 は 日本 、パ キ スタ ン、イ ン ドネ シア、

香港 で あ った。

冷 凍 エ ビ類138検 体 中15検 体 か ら検 出 され 、そ の産 地 はフ ィ リ ピン、 タイ、 イ ン ドネ シ

アで あ った。カニ 類 は52検 体 中9検 体 か ら検 出 され 、 その産 地 は 中国 、韓 国で あ った。 加

工 魚介 類 か ら86検 体 中 タイ産の 冷 凍 キ ス開 き1検 体 か ら検 出 され た。 冷凍 魚類 、 ロブ ス タ

ー、 貝 類 か らは検 出 され なか った 。

(イ)大 腸 菌

生 鮮 魚 類 は検 出率 が 高 く、253検 体 中96検 体 か ら検 出 され たが 、腸 内容物 か らは検 出 さ

れ なか った。冷 凍魚 類 、 冷凍 ロブ ス タ ーか らは、検 出 されなか った 。

(ウ)大 腸 菌 類

加 工 魚 類 、生 鮮 魚類 の検 出率 が高 か ったが、 生鮮 魚 類 の腸 内容 物 か らは検 出 され なか っ

た 。

(エ)黄 色 ブ ドウ球 菌

生 鮮 魚類 ・加工 魚 介 類 ・冷凍 エ ビ類 ・カニ類 ・冷 凍 ロブ スター の融 解水 、漬 け水 、可 食

部 、 エ ラか ら検 出 され た が、 内臓 、 腸 管、腸 内容 物 か らは検 出 され なか った 。

(オ)リ ステ リア ・モ ノサ イ トゲネ ス

生 鮮 魚 類の漬 け水 、加工 魚 介類 の 融 解水 ・可 食部 、 カニ類 の漬 け 水 ・内臓 か ら検 出 され

たが 、冷 凍魚類 、 冷 凍エ ビ類 、 ボ イ ル ロプ スター 、貝 類 か らは検 出 され なか った。

(カ)エ ロモ ナス

生 鮮 魚 類 か らは253検 体 中67検 体 と最 も高率 に 検 出 され たが 、腸 内容 物 か らは検 出 され

なか った。冷 凍魚 類 、冷 凍 ロブ ス ターか らは検 出 され なか った。

(キ)プ レジオモナ ス

生 鮮 魚類 の可食 部1検 体 か ら検 出 され た。

エ 考 察

今回 の調 査で は、平 成6年 度 の調 査 と同様 、生鮮 魚 類 の病 原 ビブ リオ の検 出率 が 高 く日本

で の流 通 過 程 におけ る二次 汚染 の可 能 性 が示 唆 され た。

冷 凍 エ ビか らの検 出 状況 も平 成6年 度 の調 査 と同様 に フ ィ リピ ン、 タイ、 イ ン ド、 イ ン ド

ネ シ ア産 の ものか ら検 出 され 、産 地 に よ り汚染 の程 度 に差 があ る ことが認 め られ た。

近 年 、 魚介類 にお いて も生鮮 状 態 で の流 通が増 加 す る ことを 鑑み 、 生鮮 魚介 類 の衛 生 的 な

取 扱 い及 び冷 凍魚介 類 の 温度 管理 に十 分 な注意 を払 い 、食 中毒 の 防止 に努 め る必 要 が あ る。
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表2検 体別病原ビブリオ等検出状況
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表3産 地別病原ビブリオ等検出状況
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表4病 原ビブリオの検出状況
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(4)貝 類 にお け るウイル ス分 布 実態調 査

ア 調査 目的

最近 、 食 中毒 あ るい は有 症苦情 とな った胃腸 炎患 者 の 糞便 か ら、小 型 球 形 ウイ ル ス:Small

Round Structured Viruses(以 下SRSVと い う)が 検 出 され る事 例 が報 告 されて い る。

また 、A型 肝 炎患者 の糞 便か らもA型 肝 炎 ウイル スが 検 出 され て い る。

これ らSRSVが 検 出 され る胃腸 炎 やA型 肝 炎 は、 二 枚 貝が感 染 源 と して の可能 性 が 指摘

され て い る。 しか し、食 品 におけ る ウイ ル ス検 査 は、 標 準 化 され た検 査法 もな く、 ま た ほ と

ん ど実施 され てお らず 、二 枚貝 に存 在 す るウイル ス の実 態 は これ まで ほ とん ど把 握 されて い

な い。

そ こで 、都 立衛生研 究 所 が検 討 した 検 査法 に よ り、市 販 流通 二枚 貝 お よ び東京 湾産 二枚 貝

にお け るSRSVやA型 肝 炎 ウイル ス等 の分 布実態 を調 査 したの で報 告 す る。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間

平 成8年2月 か ら平 成9年1月 まで

(イ)調 査 対 象品 目及 び実 施 方法

a市 販流通二 枚 貝

市 販 され て い る カキ、ア サ リ等 の二枚 貝19種 類204検 体(う ち輸 入二枚 貝7種 類40

検 体)を 、調査 期 間 中毎月 、 魚介 類 販売 業か ら買 い上げ た。

b東 京湾産 二枚 貝

5～9月 に か け て、東 京湾 内6地 点及 び荒 川 河 口か らアサ

リ、 シジ ミ等通 常 は喫食 しな い 二枚 貝 を含 め11種 類54検 体 を

採 取 した。(図-1)

(ウ)検 査 機 関

都立 衛 生研 究所 ウイ ル ス研究 科 ウイル ス研 究 室

(エ)検 査 項 目

SRSV、A型 肝 炎 ウイル ス、 ロ タ ウイル ス、 アデ ノウイル ス 、

エ コー ウイル ス、 コ クサ ッキ ー ウ イル ス

ウ 検 査 方 法

中腸 線 な どの内臓 部 位 を摘 出 し、前 処 理 の後、SRSVはPCR

法 、A型 肝 炎 ウイル ス及 びアデ ノ ウイ ル ス、エ コ ー ウ イル ス、 コ ク

サ ッキ ー ウイル スは細 胞 培養 法、 ロタ ウ イル スはELISA法 で検

査 を行 った 。

図-1二 枚 貝 の東 京

湾 内採取 地 点

エ 調査 結 果

(ア)市 販 流 通二枚 貝 の ウイル ス検 出状 況(表-1、 表-2)

サ ラガ イ、を 除 くす べ ての種 類 の 二枚 貝か ら検 査 対 象 と したい ず れか の ウイ ル スが 検 出

され た。 また、 年 間 を通 して ウイ ル スが 検 出され 、 検 出率 は1月 、2月 が高 か っ た。 ウ

イ ルス別 で はアデ ノ ウイ ル スとSRSVの 検 出率 が 比 較 的 高か った 。
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(イ)東 京 湾 産二 枚 貝 の ウイ ル ス検 出状 況(表-3)

す べ ての種 類 の 二枚 貝 か ら検 査対 象 と したい ずれ かの ウイ ル スが 検 出 され た。 ウイル ス

別 で は コ クサ ッキ ー ウイル ス、 アデ ノウイ ル ス及 びSRSVの 検 出率 が高 くA型 肝炎 ウ イ

ル ス とエ コー ウイ ル スは同 程 度 の検 出率 で あ った 。
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オ 考 察

二 枚貝 の ウイル ス調 査 は カキ を除 きす べて通 常 は 喫 食 しな い内臓 を 検査 した もので あ る。

従 って 、今回検 出 さ れ た ウイル ス はす べ て 内臓 由来 で あ るが 、検 体 数 が少 なか った サ ラガ イ

(2検 体)を 除 くす べ て の種類 の二 枚 貝 か らウイル スが検 出 され た。

また 、SRSV以 外 に もロタ ウイ ル ス、 アデ ノウ イル ス、 エ コー ウイル ス、 コ クサ ッキ ー

ウイル スなどの胃腸 炎 を 引 き起 こす ウ イル スやA型 肝 炎 ウイ ル スな どさま ざま な ウイ ル スが

検 出 されCharlesら の 報告 と も一致 す る1)。

一 般 に、ほ とん どの 二 枚貝 は加熱 調 理 され るか 内臓 除去 後 喫食 され る もので あ り、 ウイル

スが存 在 して も直 ち に問 題 とな る もの で はな いが 、 ウ イル スが存 在 す る二枚 貝 を 内臓 を除 去

せ ず に生 で喫食す る場 合 、 ウイル ス性 胃腸 炎 な どの 感染 に注 意す る必要 が あ る。

ま た、 市販流通 二 枚 貝 と比較 して 東 京湾 産二 枚 貝 か らはウイ ル スが 高率 で検 出 され て い る。

ヒ トの生 活環境下 に存 在 し増 殖 した ウイ ル スは、 生 活排 水を 介 して河 川水 、海 水 に流 入 し汽

水 域 、海 水域で生 息 して いる貝類 に取 り込 まれ蓄 積 す ると推 測 されて お り2-4)、 これ まで実

際 に河川 水や 高度 処 理 下水 中か ら もアデ ノウイ ル スや コクサ ッキ ー ウ イル スな ど胃腸 炎 の原

因 とな るウイル スが 検 出 されて い る5)。 今回 調査 した 東京湾 産 二 枚貝 は、採取 時 期 が5・7

・8・9月 の4カ 月 に限 られ た こ と、湾 内 に注 ぐ生 活 排水 の量 が 多 い こ と、通 常 喫 食 しな い

種類 も含 まれて いた こ とに よ り、市 販 流 通 二枚貝 よ り検 出率 が 高 くな った こ とが 考 え られ る。

カ ま とめ

今 回 の調 査で は、 市 販 流通二 枚 貝204検 体中65検 体 、東 京湾 産 二 枚貝54検 体 中44検 体 か ら

SRSVやA型 肝 炎 ウ イル スな ど ヒ トに感 染す る といわ れ るさ ま ざ まな ウイル スが 検 出 され

た。東 京 湾産の もの は採 取時期 が 季 節 的 に限定 され た もので あ り、市 販流通 の もの は処理 ・

流 通過 程 にお ける人 の手 指 によ る影 響 や ウイ ル スの消 長 も考 え られ るので 、採取 ・加 工 ・流

通 実 態 に即 した調 査 をす るべ きと考 え る。

また 、今回検 出 され た ウイル ス は 内臓 か らで あ り、 刺 し身 等生 で喫 食す る場 合 に は内臓 の

除去 を確 実 に行 い 、 み そ汁等 加熱 して 喫食 す る場 合 には十分 加 熱 す る ことに よ り、 ウ イル ス

感 染 症 を防止す る こ とがで きる と考 え る。

今 後 、可食部 の調 査 及 び調理 に お け る ウイル スの 消 長 につ いて 併 せて調 査 を実施 す る予定

で あ る。
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表-1.市 販 流 通二 枚 貝の ウイル ス検 出状 況 上 段:陽 性 数 、 下段:検 出率

注1.そ の 他:エ ゾ イ シガ キ ガ イ(2)、 サ ラ ガ イ(2)

注2.陽 性 数:ウ イ ル スが 検 出 され た 二 枚 貝 の 検 体 数
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表2.市 販流通二枚貝の月別ウイルス検出状況 上段:検 体数、下段:陽 性数

注1.そ の他: エゾイ シカセキ ガイ(2)、サラガ イ(2)

注2.陽 性数: ウイルスが検出された二枚貝の検体数

表3.東 京湾産二枚貝のウイルス検出状況 上段:陽 性数、下段:検 出率

注1.そ の他: ニ シガイ(1)、 オオ ノガイ(1)、
ハ マ グ リ(1)

注2.陽 性数: ウイルスが検出された二枚貝の検体数
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表-4.東 京 湾産 二 枚 貝 の月別 ウ イ ル ス検 出状 況 上 段:検 体数 、下 段:陽 性 数

注1.そ の 他:ニ シ ガ イ(1)、 オ オ ノ ガ イ(1)、 ハ マ グ リ(1)

注2.陽 性 数:ウ ィ ル ス が 検 出 さ れ た 二 枚 貝 の 検 体 数
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(5)化 学 的 合 成品以外 の添 加 物 にお け る有 害 物 質の含 有実 態 調査

ア 調 査 目的

天然 添 加物 につ いて は一 部の もの を 除 き大部 分 は法 的規制 を受 けて こなか った が 、平 成7

年5月 の食 品衛生法 の 改正 にお いて 、添 加 物 の指定 制 度 の範 囲 が変 わ り、化学 的 合 成 品以 外

の 添 加物 も含め、原 則 と して添 加 物全 体 に拡大 され た。平 成8年4月 に告示 され た既存 添 加

物 名 簿 に収 載 され た天 然 添加物489品 目に ついて は 、長年 の使 用 実 績 が あ るこ とか ら引 き続

きその 使 用が認 め5られ た。 しか しなが ら、 従来か ら指定 され て い る添 加物 と異 な り各 品 目毎

の品 質 規 格の設定 や安 全 性 の確認 が な され て いない のが 現状 で あ る。

今 回 の 調査 では、 天然 着 色料 中で 市 場 規 模が大 き く、表示 上 、比 較 的 目にす る もの と して

カ ラ メル及 び クチ ナ シ色素 を対 象 と して 、 これ らにお ける有 害 物 質 の含 有実態 を 中 心 に調 査

した 。

イ 調 査 方法

(ア)調 査期 間

平 成8年4月 か ら平 成9年3月 まで

(イ)調 査 実施方 法及 び対 象施設

都 内の添加 物 メー カ ー営業 所 、 添加 物 卸売 業か ら買 い上げ に よ り収 集

ウ 調 査 品 目及び検査 項 目

(ア)カ ラ メル(30検 体)の 固形 物 、 色 価 、4-メ チ ル イ ミダゾ ー ル、 二酸化 硫黄 、 ア ンモニ

ア性 、 窒素、総窒 素 、総 硫黄 、 ヒ素 、重 金属(Cu, Cr, Mn, Cd, Ni, Ba, Zn,

Pb, Hg)の 定 量 分 析

(イ)ク チ ナ シ黄色 素(6検 体)、 クチ ナ シ青 色素(3検 体)、 クチ ナ シ赤色素(1検 体)の

色価 、 ジ ェニポサ イ ド、 重金 属(Cu, Cr, Mn, Cd, Ni, Ba, Zn, Pb)、

ヒ素 の定量分 析、 成分 分 析

エ 検 査機 関

都 立衛 生研究所 生 活科 学 部 食 品 添 加物研 究 科 添加 物研 究 室

オ 調 査結 果

(ア)カ ラ メル(表-1、2、3)

a固 形物 につ いて 、 カ ラメルI19検 体 につ いて は、粉末17検 体 いず れ もがJECFAの

基 準 値を上回 って い た。 カ ラ メルIII5検 体 につ いて も、全 て基 準値 を上回 って い た。 カ

ラメルW6検 体 に つ いて は、粉 末 検体 の全 てが 基 準値 を上 回 って いた。

b色 価 について 、 カ ラメルI19検 体 につ いて は、 全てFCCの 基準 値 内で あ ったが 、粉

末9検 体でJECFAの 基準 値 を 上 回 ってい た。 カラ メルIII5検 体 につ い て は、全 て 各

基 準値 内であ った。 カラ メルIV6検 体 につ いて は、 全て 各基 準 値 内で あ った 。

c4-メ チル イ ミダ ゾール につ いて は、全て の 検体 と も各規 格 にお いて基 準 値 内で あ っ

た。

d二 酸化硫黄 につ いて は 、 カ ラ メルH及 びIVで は製造過 程 で反 応 促 進剤 と して 次亜 硫酸

塩 や亜硫酸塩 等 が 使用 され、 最 終 製 品に二酸 化 硫 黄が残 留 す る可能 性が あ り、 各規 格 で

そ の残 留基準値 が 定 め られて い る。 検査 の結 果全 て の検体 で 各 規格 の基準 値 内で あ った。

eア ンモニ ア性 窒素 につ い て は 、 カ ラメルIII及 びIVで は製造 過 程 で反応 促 進剤 と して ア

―442―



ンモニ ウム塩 が使 用 され 、最 終 製 品 中 にア ンモニ ア性窒 素 が残留 す る可 能性 が あ るこ と

か ら、各規 格 で その 残留 基 準値 が 定 め られ て い る。 検査 の結 果 全て の検 体 で各 規格 の基

準 値 内で あ った 。

f総 窒 素 につ いて は、製 造 時 に ア ンモ ニ ウ ム塩 が使 用 され るカ ラ メルIII及 びIVで は、最

終 製 品中 に窒 素 化合 物 が残 留 して い る可 能 性 が あ り、JECFA及 びFCCの 各 規格 で

そ の残留 基準 値 が 定 め られ て い る。 カ ラメ ルIの19検 体 の うち粉 末の9検 体 が 、JEC

FAの 基 準 値 を上 回 って い た。

g総 硫黄 につ いて は、製造 時 に亜 硫酸 塩 が使 用 され た カ ラ メルII及 びIVで は、 最終 製 品

中 に二酸 化 硫 黄以 外 に も種 々の硫 黄化 合物 が生 成 して い る可 能 性が 高 い。

ま た、原 料 由来 の硫 黄 化 合物 が 含 まれ て い る こ と も考え られ る ことか ら、JECFA

及 びFCCの 各 規格 で基 準 値 が定 め られ て い る。検 査 の結 果全 て の検体 で 各基 準 値 内で

あ った。

h重 金属類 及 び ヒ素 につ いて は、全 て の検 体 で各 規格 で定 め られ た基準 値 以 内で あ った。

(イ)ク チナ シ色 素 につ いて(表-4)

aジ ェニ ポ サ イ ドは、 クチ ナ シ黄色 素 で は、7検 体 か ら検 出 され、最 大値1.30%最 小値

0.02%、 平均 値0.38%で あ った。 クチ ナ シ黄 色 素以 外 の クチ ナ シ青色 素3検 体 、 クチ ナ

シ赤 色素1検 体 で は、全 て検 出限 界以 下 で あ った。

b重 金属 及 び ヒ素 につ いて は全 検 体 と も自主 規 格 の基 準値 以下 で あ った。

力 考 察 とま とめ

(ア)カ ラメル につ い て

a固 形物 は、 全 て の粉末 検 体 で基 準値 を上 回 って い た。 この理 由 と して は、 製品 の乾 燥

度 が強 く水 分 含 量が 少 なか った ことに よ る もの と思わ れ 、品 質上 に は問題 はな い と考 え

られ る。

b色 価 は、 カ ラ メル1の 粉 末 の9検 体 でJECFAの 基 準値 を上 回 って い たが 、 これ ら

は色 素成分 が 多 い高色価 の製 品 で あ り、品 質 上 に は問 題 は ない。

c4-メ チ ル イ ミダ ゾー ル:カ ラ メル製 造 時 に ア ンモニ ウム塩が 使用 され た場 合 その製

造 過 程で 多 くの 含 窒素複 素 環 化 合物(イ ミダ ゾー ル類及 び ピラ ジン類)が 生 成 し、そ れ

らの 中 の4-メ チル イ ミダ ゾール は痙 攣作 用 を もつ ことが知 られ て い る。

今 回 の調 査で は ア ンモ ニ ウム塩 を使 用 して 製 造 され る カ ラメルIII及 びIVの 全 て の検 体

で各 基準 値 に適 合 してい た 。 カ ラ メル色 素 中の4一 メチル イ ミダ ゾー ルに つ いて は昭 和

63年 度 の先 行調 査 で も検 査 したが 、今 回 の検 出値 はそれ よ り も低 い レベ ル で あ り、 メー

カーで の製 造方 法 の 改善 や 品 質管 理 の徹 底が 図 られて い る もの と推 定 され る。

4-メ チル イ ミダ ゾール の痙 攣 作 用 の発現 量 は経 口投 与 で370mg/kgと いわ れて い る り。

今 回 の検体 で4-メ チルイ ミダ ゾール の最大 検 出値 は305μg/gで あ るが、 発 現量 は体

重50kgの ヒ トで は18.5gと な る ことか ら安 全 な レベ ルで あ る。

d総 窒 素:カ ラ メル1の9検 体 がJECFAの 基 準値 を超 え て いたが 、 これ ら検 体 の ア

ンモニ ア性 窒 素 が 検 出限界 以 下 で あ る ことか らア ンモニ ウム塩 は使用 され て いな い と考

え られ、 窒素 含 量 の高 い原 料 が 用 い られ た可能 性 が考 え られ る。

(イ)ク チ ナ シ色 素 につ いて

クチ ナ シ黄 色素 の 主 た る色 素成 分 は、カ ロチ ノイ ド系 の ク ロシ ンで あ る。 欧 米 諸国 で は
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黄 色 の天 然色 素 と して は、 同 じカ ロ チ ノイ ド系 の サ フ ラ ン色素 が 使用 され てお り、JEC

FA及 びFCCで は ク チナ シ黄 色素 の 規格 は設 定 され て い ない。

クチナ シ黄色素 は 、そ の抽 出物 に種 々のイ リ ドイ ド配糖 体 が含 まれ 、 なかで もジ ェニ ポ

サ イ ドに は潟下作 用 が あ り、ED50は0.30g/kgと されて い る(2)。 ク チナ シ黄 色 素 の推 定

1日 最 大摂 取量 を 色 素 と して1gと 仮 定 して も、 今 回 の最 大検 出値 が1.03%で あ る こ とか

ら潟下 作 用 を引 き起 こす レベル に は及 ばず安 全で あ る と考 え られ る。

ク チナ シ黄 色素 の ジ ェニ ポサ イ ド含有 率 は昭 和63年 度 の先 行調 査 や神 蔵 らの調 査で も報

告 され て いるが 、今 回 の検 出値 はそれ らと比較 して も低 い レベ ルで あ った。 クチ ナ シ黄 色

素 の製 造 にお いて 、 そ の精 製過 程 で抽 出液か らイ リ ドイ ド配 糖 体 の ジェニ ポサ イ ドの 除去

法 と して 、合成 吸 着剤 や逆浸 透膜 、 限外 ろ過 膜 を利 用 した処 理 法 等が あ り(3)、 現 在 で は

ジェニ ポサ イ ドの除 去 処理等 によ り含有 量 を低 く した製品 が 流通 して い る と思 わ れ る。

クチナ シ青 色素 及 び クチナ シ赤色 素 は、 そ の製 造過 程 で イ リ ドイ ド配 糖 体 に酵 素 を作 用

させ て 分解 し、 ア ミノ酸 、ペ プ チ ド、たん ぱ く質 等 と反 応 させ て製 造 す る。

最 終 製品 に未 反 応 の ジェニ ポサ イ ドが残 留 す る可 能性 が あ るが 、検 査 の結 果 は全 検体 で

検 出 限界 以下で あ った。

クチ ナ シ黄 色素 の 自主 規格 で は 、現在 ジ ェニ ポサ イ ドは基準 が定 め られ て いな い が、 今

後国 が化 学 的合成 品 以 外 の添加 物 の品 質規 格 を設 定す る際 、 クチ ナ シ黄色 素 に ジ ェニ ポサ

イ ドの 基準値 を 入 れ る必要 が あ る と思われ る。

キ お わ りに

平 成7年 度厚生 科 学 研究 報告 書 「既 存添 加物 の安 全 性 確保 に関す る調 査 研 究 」 によれ ば 、

既存 添加 物 名簿 に収 載 された 天然 添加 物 の うち466品 目に つ いて調 査 した と ころ、 今後 、 安

全性 の 検 討が必 要 な 天然 添加 物 は133品 目あ った。 また、 国会 で の審 議 の 際 「既存 天然 添 加

物 につ いて は5年 程 度 をめ ど に安 全 性 の チ ェ ックを行 い、 有害 性 が 実証 され た場 合 に は、使

用 禁 止 な どの必要 な 措 置 を とる」 との 答弁 が な され 、今後 、 安全 性 の確 認 及 び品 質規 格 の整

備が 重要 課 題 とな っ た。

天然 添加 物 は、天 然 物 で ある たあ成 分 組成 が複 雑 で 、そ の成 分 の単 離 、精 製 、構 造決 定 が

され て いな い もの が あ る。 また原 植 物 ・動物 、 品種 、産 地 、収 穫 時期 、 製造 方 法 に よ って 成

分 組成 や 含量 が異 な り、食 品添加 物 と して の品 質 の確 保が 困難 で あ る可 能性 が あ ると考 え ら

れ る。

また 、紅 麹色素 の製 造工 程で 生 成 され る といわ れ る シ トリニ ン、各 種色 素 類 の抽 出 の 目的

な どで 使用 され る有 機 溶 剤、 あ る い はブ ドウ果皮 色 素及 びベ リー類色 素 中 の亜硫 酸 塩 の残 留

等 の 問題 が あ り、 来年 度 も引 き続 き対象 品 目を拡 げて 調査 を継 続 して い く予 定 で あ る。

〔参考 資 料〕

(1) 広 門 雅子 ら: 東京 都 都 立衛生 研 究所 研究 年報40、187-191、(1989)

(2) 神 蔵 美枝 子 、中 里圭 子: 食衛 誌 、26、150-159、(1985)

(3) 夕 田光 治: 月刊 フー ドケ ミカル、11、42-47、(1992)
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表-1カ ラ メル色 素 の品 質 試験結 果

自主規 格 方式(試 料 あた り)

ヒ素:す べ て の 検 体 で1μg/g以 下 鉛:全 て の 検 体 で2μg/g以 下

重 金 属(Cu, Cr, Mn, Cd, Ni, Ba, Zn):全 て の 検 体 で15μg/g以 下
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表-2カ ラ メル色素 の 品質 試験 結果

JECFA方 式(固 形物 換算)

ヒ素:す べ て の 検 体 で1μg/g以 下 鉛:全 て の 検 体 で2μg/g以 下

重 金 属(Cu, Cr, Mn, Cd, Ni, Ba, Zn):全 て の 検 体 で15μg/g以 下
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表-3カ ラ メル色 素 の 品質 試験結 果

FCC方 式(0.1色 価 あ た り)

ヒ素:す べ て の 検 体 で1μg/g以 下 鉛;全 て の 検 体 で2μg/g以 下

重 金 属(Cu, Cr, Mn, Cd, Ni, Ba, Zn):全 て の 検 体 で15μg/g以 下

水 銀:全 て の 検 体 で0.1μg/g以 下
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表-4ク チ ナ シ色 素 の分析 結 果
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(6)ゴ ム製 器具 及 び容 器包 装 の衛 生 学 的実 態 調査

ア 調 査 目的

ゴム製 器具 類 につ いて は、 その 性 質、 性状 を生 か す た め ゴム用薬 品 及 び数 々の添 加物 が

使 用 され て いる。 また 、 その組 成 も新 しい合 成 ゴムの 開発 に よ って複 雑化 して い る。

一 方 、食 品 素材 の 多様 化 に よ り、 利用 方法 も酸性 の 強 い食品 や油 脂 及 び脂肪 性 食 品 の調

理 に使 用 され た り、 また、 高温 度 で 使用 され るな ど劣 化 に伴 う安全 性 も危 惧 され て い る。

これ らの こ とか ら、市 販 され て い る食 品用 ゴム製 品(以 下 「ゴム製 品 」 とい う)の 材 質

鑑 別 及 び実 際 の食 品 調理 に近 い溶 出 条件 を設 定 し、 衛生 学 的実 態調 査 を行 った ので 報告 す

る。

イ 調 査 方法

(ア)調 査期 間 平 成8年8月 か ら平 成9年3月

(イ)対 象品 目 ゴム製 品14品 目

(ウ)調 査実 施方 法 及 び対 象 施設

ゴ ム製 品 を都 内 スーパ ーマ ー ケ ッ ト等 の大型 量販 店 か ら買 い上 げ に よ り

収 集 した。

(エ)検 査期 間 都 立衛 生 研究 所 生 活 科学 部 食品 添加 物研 究 科 容 器包 装研 究 室

ウ 検 査 方法

(ア)規 格試 験 及 び材 質鑑 別

食 品衛 生 法 に基 づ くゴム製 品 の規 格 試験 及 び衛生 試 験 法 に基づ く、 ゴ ム製 器 具 の材 質

判 別 を行 った。

(イ)各 種食 品類 似 溶媒 に よ る蒸 発 残留 物 量

各 種 ゴム製 品 が 、食 品 類似 溶 媒 の条 件下 で使 用 され た場 合 の蒸 発残 留 物 の残 留量 を温

度 を 変 えて測 定 した。 なお、試 験法 は食品 衛生 法 に よ る ゴム製 の器具 又 は容 器 包装 の規

格 基準 の 「溶 出試験 」を準 拠 して行 った。

食 品 類似 溶媒 と して

a蒸 留 水(一 般食 品)60度30分 間 浸漬

b4%酢 酸(一 般 食 品)60度30分 間 浸漬

c20%エ タ ノー ル(酒 類)60度30分 間 浸漬

dn-ヘ プ タ ン(脂 肪性 食 品)室 温60分 間 浸漬 ※ 合成 樹 脂 製製 品

(ウ)経 時変化

各種 浸 出溶 液 を用 い、1日 室 温 、1日40℃ 、7日 室 温、7日40℃ 、30日 室 温 、30日40

℃ で行 った。

(エ)ゴ ム製 品 の形 態変 化

上記(イ)、(ウ)及 びオ リー ブ油 にお け る形態 変 化 を観察 した。

工 調 査結 果及 び考察

(ア)材 質 判 定及 び食品 衛 生法 に基 づ ぐ規格 試 験結 果(表-1)

14検 体 の材 質鑑 別 の結 果 は以 下 の通 りで あ る。

aシ リコー ンゴム:4検 体 〔ゴムヘ ラ3検 体 、 ラ ンチボ ック スの取 り替 え用パ ッキ ン

1検 体〕

bエ ラス トマ ー樹 脂:4検 体 〔食 品保 存用 容 器 のパ ッキ ン2検 体 、 弁 当箱 の取 り替 え
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用 パ ッキ ン1検 体 、 ソ フ トヘ ラ1検 体 〕

cエ チ レ ンプ ロ ピ レ ン ゴ ム(EPDM):2検 体 〔ゴ ム ヘ ラ2検 体 〕

dス チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム(SBR):1検 体 〔ス ク レー パ ー ・ヘ ラ〕

e天 然 ゴム(イ ソ プ レ ン ゴ ム):1検 体 〔コ ー ヒ ー 用 パ ッキ ン〕

f天 然 ゴ ム(イ ソプ レ ン ゴ ム)と ス チ レ ン ブ タ ジエ ン ゴ ム の ブ レ ン ド品:1検 体

〔ゴ ム ヘ ラ 〕

g天 然 ゴ ム(イ ソ プ レ ン ゴ ム)と プ タ ジエ ン ゴ ム の ブ レ ン ド品:1検 体 〔弁 当 箱 の 取

替 え 用 パ ッキ ン〕

表-1規 格 試 験等 検 査結 果
(ppm)

○印 輸入品

(イ)食 品 衛 生 法 の 規 格 基 準 に は 、14検 体 す べ て 適 合 して い た 。

蒸 発 残 留 物 に つ い て 「器 具 」 の 場 合 は 、 水 で 溶 出 試 験 を 行 うが 、 「容 器 」 の 場 合 は 内 容

物 に よ って4%酢 酸 、20%エ タ ノ ー ル 、n-ヘ プ タ ン で 行 う。

今 回 の 試 料 は す べ て 「器 具 」 で あ っ た が 、 参 考 ま で に そ れ ぞ れ の 溶 液 で 行 っ た と こ ろ 、

60℃30分 の4%酢 酸 で60ppmを 超 え た も の が2検 体 あ り材 質 は 、SBRとNRで あ っ た 。

ま た 、 室 温 のn-ヘ プ タ ンで は 、6,000ppmを 超 え る もの が5検 体(エ ラ ス トマ ー(4)

とSBR(1))あ っ た 。 エ ラ ス トマ ー は 加 硫 剤 を 用 い な い樹 脂 で あ り 油 溶 性 の 配 合 剤 が 多

く配 合 さ れ て い る こ と が 原 因 と考 え られ た 。

(ウ)各 種 食 品 類 似 溶 媒 に お け る 蒸 発 残 留 物 の 経 時 変 化 に つ い て(表-2)

a水 を 浸 出 液 と した 結 果 、 試 料No12の コ ー ヒー 用 パ ッキ ンの30日40℃ で 基 準 の60ppm
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を 超 え た 。 当 該 品 は エ ス プ レ ッ ソ用 コ ー ヒ ー メ ー カ ー の パ ッキ ンで 長 期 間 高 温 で 使 用

す る も の で あ り注 意 が 必 要 で あ る 。

b4%酢 酸 を 使 用 し た 結 果 、 室 温 、40℃ の1～30日 で14検 体 中8検 体 か ら基 準 の60

ppm超 え る 蒸 発 残 留 物 が 検 出 され た 。 特 に 試 料No5の シ リ コ ンス ク レー バ ー で は 、 室

温1日 で170ppmか ら30日 で860ppm、40℃30日 で7,200ppm:検 出 さ れ た 。

試 料No12の コ ー ヒ ー 用 パ ッキ ンで は 、 室 温1日 で900ppm、30日 で10,200ppm、40℃

30日 で26,200ppm検 出 した 。

表-2各 種食品類似溶媒 における蒸発残留物質量の変化 (ppm)

4%酢 酸 は 、pH5以 下 の一 般 食 品の容 器 包装 の 溶 出条件 で あ るが 、 ゴムヘ ラ、パ ッ

キ ング等 はpHの 低 い条件 で長 時 間 使用 す る場合 もあ り注 意 を要 す る。

c20%エ タ ノー ルを 使用 した結 果 、14検 体 中 、室 温30日 の試 料No13か ら1検 体 、40℃

30日 の試料No10、12、13の3検 体 か ら60ppmを 超 え る蒸 発残 留 物が 検 出 され た。

20%エ タ ノ ール は、 酒類 、 油脂 ・脂 肪性 食 品 の容 器包 装 の溶 出条 件 で あ るが 、 パ ッ

キ ン、 ゴムヘ ラ等 は酒 類、 油脂 ・脂 肪性 食品 の調 理 に も使 用 され るので注 意が 必 要 で

あ る。

dn-ヘ プ タ ンを 使用 した結 果 、室 温1日 で14検 体 す べ てか ら60ppmを 超 え る蒸 発 残

留 物 が検 出 され た。n-ヘ プ タ ンは、わ が 国で は ゴム製 品 の溶 出条件 設 定 はな いが 、

合 成 樹脂 器 具 ・容 器包 装 の油 脂 及 び脂肪 性 食品 の溶 出条件 にな って い る。今 回 の結 果

か らSBRや エ ラ ス トマー の材 質 か ら1日 室温 で17,000～37,000ppmを 検 出 して い る

ことか ら、 油 や生 ク リー ムな どの 油脂 ・脂 肪性 食 品 に は、使 用 しない方 が良 い と思 わ

れ る。

(エ)ゴ ム製 品の 形 態 変化 につ いて

a水 で は、40℃ で7検 体 にわず か な硬 化が 認 め られ たが 、 外観 上問 題 は なか った 。
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b4%酢 酸で は、SBR、NR系 に硬化 や 劣化 が認 め られ た。特 に試料No5の ヘ ラ は

30日 でか な り変形 が 見 られ 、試料No12の コー ヒー用 パ ッキ ンは、劣 化 し粉 をふ い た よ

うにな り、 それが ボ ロボ ロと こぼれ るよ うに な った ので 、酸 性食 品 へ の使 用 は避 け る

必 要 が あ る。 シ リコー ンゴム、 エ ラ ス トマー、EPDMは ほ とん ど問題 が なか った。

c20%エ タノー ルで は、 多少 硬化 の認 め られ る ものが あ ったが 、外 観上 問 題 は ほ とん

どなか った。

dn-ヘ プ タ ンで は、SBRと エ ラ ス トマ ー樹 脂 に硬 化 と収 縮 が認 め られ た こ とか ら、

生 ク リー ムや ドレ ッ シング等 の 脂肪 性 食 品 に使 用 す るこ とは避 ける必 要が あ る。

eオ リー ブ油 につ いて は、 ほ とん ど問 題 は なか った 。

オ ま とめ

今 回 の調査 によ り、 市販 され て い る ゴム製 品 は、現 在 食品 衛 生法 で 定 め られて い る規格

試 験 の結 果 か らは衛 生 上の 問題 は なか った。

しか し、溶 出条 件 を4%酢 酸 、n-ヘ プ タ ンに代 え た場合 、 現在 の蒸 発残 留物 の基 準値

や重 金属 の亜 鉛 の規 制 値を超 え る もの が あ った ことか ら、酸 性 食 品や 油脂 ・脂肪 性食 品 を

高温 度 、長 時間使 用 す る場 合 は、安 全 性 に十 分注 意 す る必要 が あ る。

また 、使 用用 途 に よ り、酸性 食 品や 脂肪 性 食 品 に使用 しな い よ うな注 意書 きをす るこ と

が望 まれ る。

さ ら に必 要 に応 じて 、現 行 の規格 基 準 に用 いて い る試 験溶 媒 を 、現 実 の調 理 に用 い る疑

似 溶 媒 を想 定 して 見直 す こと も必要 で あ ると考 え られ た。

参 考文献

大 日本 図書(株)「 ゴム ・エ ラス トマ ー 」

日本薬学 会 「衛生 試 験 法 ・注 解1990」

(社)日 本 ゴ ム協 会 「ゴム工 業便 覧<第4版>」
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(7)食 品 の期 限表示 導 入 にお け る衛生 学 的実 態 調 査

(豆 腐 、 豆腐 加工 品及 び 煮 豆類 につ いて)

ア 調 査 目的

平成9年4月1日 よ り、 加 工食 品 の 日付 表示 が従 来 の 製造 年月 日表 示 か ら、消 費期 限 と

品 質保 持 期 限 に変更 され た。 新 たな表 示 方 法で あ る 「消 費期 限」お よ び 「品質保 持期 限 」

は、製 造 者 が科 学的 及 び合 理 的根 拠 に基 づ いて設定 す る こ とにな って い るが その根拠 とな

るべ き基 礎 デ ー タが 不足 して いる状 況 に あ る。 そ こで 、 今 回期 限表 示設 定 の一 助 とす る た

め、 消 費期 限 の設定 され た食 品 であ る 「豆 腐 、豆 腐加 工 品 」及 び 「そ うざ い(煮 豆 類)」

を用 い て保 存試 験 を行 い、 細菌 及 び真 菌 が食 品 の品 質 に及 ぼす影響 を 調査 したので こ こに

報告 す る。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期間:平 成8年4月 か ら平 成9年3月 まで

(イ)対 象 品 目:豆 腐類(絹 豆 腐、 木綿 豆 腐)2品 目、 豆 腐加 工 品(厚 あげ 、が ん もど き)

2品 目煮 豆(青 豆 、昆 布 豆)2品 目、 す べ て製 造 日 と消 費 期限 が明記 され

て い る もの。

(ウ)期 限 表 示:豆 腐 類 と豆腐 加工 品(が ん もどき)は4日 間 、豆腐 加工 品(厚 あげ)は5

日間、 煮 豆類 は6日 間 で あ った。

(エ)収 集 方 法:都 内大 規 模食 品 販売 業 に て6、9、1月 に買 い上 げた 。

(オ)調 査 対 象 施設:食 料 品 等販 売業

(カ)検 査期 間:都 立衛 生 研 究所 微 生 物 部細 菌第 一 研 究科 食 品細 菌研 究 室

都 立衛 生 研 究 所 微 生 物 部 細菌 第一 研 究 科真 菌研 究室

(キ)試 験 検査 方法

a検 査 項 目:細 菌数 、大 腸菌 群 、好 気 性芽 胞菌 、 セ レウス菌、真 菌 、pH、

水 分活 性 、 官能 試験(味 、 にお い、 色)

b保 存 方法:販 売状 況 にあ わせ 、10℃ で保 存(実 測 値6.5～8.8℃)

c検 査 日時:購 入 当 日、消 費期 限 日、消 費期 限 の2倍 相 当の 日

ウ 調 査結 果

(ア)絹 豆 腐 につ いて

原材 料 は国産丸 大 豆 、 凝固 剤(塩 化 マ グネ シウム<に が り>)、 消泡 剤 であ る。

表示 され て いる保 存 方 法 は要冷 蔵(1～5℃)で 、実 測 値 は6.5～8.0℃ であ った 。

a細 菌 数 、大腸 菌 群 は図-1、2の とお り。

図-1絹 豆腐の細菌数 図-2絹 豆腐の大腸菌群
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b好 気 性 芽 胞 菌 で は 、 購 入 当 日 で は ほ とん ど 検 出 され ず 、 消 費 期 限 及 び そ の2倍 の 期

間 で480～1100/0.1g検 出 さ れ た もの が あ った 。 セ レ ウ ス 菌 は 全 て け ん し ゅつ さ れ な

か っ た。

c真 菌 類 は 、6、9、1月 の 全 て の 検 体 で 酵 母 が 検 出 さ れ た 。

dpH、 水 分 活 性 は 、 表-1、2(後 記)の と お り。 官 能 試 験 に つ い て は 消 費 期 限 の

2倍 時 に酸 敗 臭 及 び 腐 敗 臭 が 発 生 し、 つ け 水 が 白 濁 した 。

(イ)木 綿 豆 腐 につ い て

原 材 料 は国 産 丸 大 豆 、 凝 固 剤(塩 化 マ グネ シ ウ ム<に が り>)、 消 泡 剤 で あ る 。

表 示 され て い る 保 存 方 法 は要 冷 蔵(1～5℃)で 、 実 測 値 は6.5～8.0℃ で あ っ た 。

a細 菌 数 、 大 腸 菌 群 は 図-3、4の とお り。

図-3木 綿豆腐の細菌数 図-4木 綿豆腐の大腸菌群

b好 気 性 芽 胞 菌 は 購 入 当 日 で は ほ と ん ど検 出 さ れ ず 、 消 費 期 限 及 び そ の2倍 で1100～

13000/0.1g検 出 さ れ た もの が あ っ た 。 セ レ ウ ス 菌 は 消 費 期 限 で1検 体 検 出 さ れ た も

の が 、 他 か ら は す べ て 検 出 さ れ な か っ た 。

c真 菌 類 は 、6、9、1月 の 全 て の 検 体 で 酵 母 が 検 出 され た 。

dpH、 水 分 活 性 は、 表-1、2の とお り。 官 能 試 験 につ い て は 、6月 の 消 費 期 限 で

酸 敗 臭 の す る 検 体 が あ った 。 消 費 期 限 の2倍 で 酸 味 、 腐 敗 臭 が あ りつ け水 が 白濁 した 。

(ウ)厚 あ げ につ い て

原 材 料 は 、 国 産 大 豆 、 塩 化 マ グ ネ シ ウ ム含 有 物(に が り)、 菜 種 油 で あ る。 表 示 され

て い る保 存 方 法 は 要 冷 蔵 で 、 実 測 値 は6.5～7.5℃ で あ っ た 。

a細 菌 数 、 大 腸 菌 群 は図-5、6の と お り。

図-5厚 あげの細菌数 図-6厚 あげの大腸菌群
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b好 気 性 芽 胞 菌 で は 、 購 入 当 日 で は ほ と ん ど 検 出 さ れ ず 、 消 費 期 限 及 び そ の2倍 で

1100～13000/0.1g検 出 さ れ た もの が あ った 。 ま た セ レ ウ ス菌 に つ い て は 購 入 当 日で は

検 出 さ れ な か っ た が 、 消 費 期 限 の6、9月 で は470/0.1g、 消 費 期 限 の2倍 で は1月

10～2400/0.1g検 出 さ れ た 。

な お 、 好 気 性 芽 胞 菌 と の 相 関 は な か っ た 。

c真 菌 類 は購 入 日 で は ほ と ん ど検 出 され な か っ た が 、 消 費 期 限 及 び そ の2倍 で す べ て

検 出 さ れ た 。

カ ビ はAureobasidium spp.、Penicillium spp.、 そ の 他 の カ ビが 検 出 さ れ 、 保 存 期

間 中 の 時 間 経 過 と と もに 増 加 が 目立 っ た 。

dpH、 水 分 活 性 は 、 表-1、2の と お り。 官 能 試 験 に つ い て は 消 費 期 限 の2倍 で 酸

敗 臭 が 発 生 す る も の が あ り 、 ま た9月 の 消 費 期 限 で カ ビの コ ロ ニ ー が 発 生 し、 消 費 期

限 の2倍 で は 全 て の 検 体 で カ ビが 発 生 した 。

(エ)が ん も ど つ き に つ い て

が ん も ど き は 、6、1月(大 が ん も)と9月(京 が ん も)で 同 一 メ ー カ ー の 異 な る商

品 を 検 体 と した 。 大 が ん もの 原 材 料 に つ い て は 、 丸 大 豆 、 大 和 芋 、 人 参 、 ひ じ き 、 椎 茸 、

ご ぼ う、 コ ー ンサ ラ ダ 油 、 凝 固 剤(塩 化 マ グ ネ シ ウ ム<に が り>)で あ る。 表 示 さ れ て

い る保 存 方 法 は 要 冷 蔵(10℃ 以 下)で あ り 、 実 測 値 は6.5～7.5℃ で あ っ た 。

京 が ん もの 原 材 料 に つ い て は 、 国 産 大 豆 、 大 和 芋 、 人 参 、 ひ じ き 、 椎 茸 、 ご ぼ う、 コ

ー ン、 サ ラ ダ油 、 凝 固 剤(塩 化 マ グ ネ シ ウ ム<に が り>)で あ っ た 。

表 示 さ れ て い る 保 存 方 法 は 要 冷 蔵 で あ り、 実 測 値 は6.5～7.5℃ で あ った 。

a細 菌 数 、 大 腸 菌 群 は図-7、8の と お り。

図-7が んもどきの細菌数 図-8が んもどきの大腸菌群

b好 気 性 芽 胞 菌 は 、 購 入 日で は 検 出 さ れ な か っ た が 、6月 の 消 費 期 限 お よ び そ の2倍

で210～340000/0.1g検 出 され た 。 ま た 、1月 の 消 費 期 限 の2倍 で80～40000/0.1g検

出 さ れ た 。 セ レ ウ ス 菌 は6月 の 検 体 で40～300/0.1g検 出 さ れ た 。

c真 菌 類 は 、6、9、1月 の 全 て の 検 体 で 検 出 され た 。 カ ビ はAureobasidium sbp.、

Penicillium spp.、Asperguillus spp.、 そ の 他 の カ ビが 消 費 期 限 、 消 費 期 限 の2倍

で 検 出 さ れ た 。

dpH、 水 分 活 性 は 、 表-1、2の とお り 。 官 能 試 験 に つ い て は 消 費 期 限 の2倍 で 刺

激 、 腐 敗 臭 が 発 生 し、 カ ビ の コ ロ ニ ーが 観 察 さ れ た 。

(オ)煮 豆(青 豆)に つ い て

青 豆 の 原 材 料 に つ い て は 、 青 え ん ど う、 砂 糖 、 ソル ビ ッ ト、 着 色 料(黄4、 青1)で
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あ る 。 表 示 され て い る保 存 方 法 は 要 冷 蔵 で あ り、 実 測 値 は7.5～8.8℃ で あ っ た 。

a細 菌 数 、 大 腸 菌 群 は 図-9(後 記)の と お り 。

b好 気 性 芽 胞 菌 は 消 費 期 限 内 で は ほ とん ど検 出 さ れ な か った が9月 の 消 費 期 限 の2倍

で350～800/0.1g検 出 さ れ た 。 ま た 、 セ レ ウ ス 菌 は い ず れ の 検 体 か ら も検 出 さ れ な か

っ た 。

c真 菌 類 は 、6、9、1月 の い ず れ の 検 体 か ら も検 出 さ れ 、 特 に 酵 母 は増 殖 が 激 しか

っ た 。 カ ビ はAureobasidium spp.、Penicillium spp.、 が 検 出 さ れ た 。

dpH、 水 分 活 性 は 、 表-1、2の と お り。 官 能 試 験 に つ い て は 、6、9月 の 消 費 期

限 で 納 豆 臭 が 発 生 し、 全 期 間 の 消 費 期 限 の2倍 で は カ ビの 発 生 が 見 られ た 。

(カ)煮 豆(昆 布 豆)に つ い て

昆 布 豆 の 原 材 料 は 、 大 豆 、 昆 布 、 砂 糖 、 醤 油 、 食 塩 、 ソ ル ビ ッ ト、 漂 白 剤(亜 硫 酸

塩)、 保 存 料(ソ ル ビ ン酸K)で あ る 。 ま た 、 表 示 さ れ て い る 保 存 方 法 は 要 冷 蔵 で あ り 、

実 測 値 は7.5～8.8℃ で あ っ た 。

a細 菌 数 は 図-10の と お り。 大 腸 菌 群 は 全 て の 検 体 で 検 出 さ れ な か った 。

図-9青 豆の細菌数 図-10昆 布豆の細菌数

b好 気 性芽 胞 菌 は 、6、9月 で わず か に検 出 され た 。 また 、セ レウ ス菌 は全て 検 出 さ

れ なか った。

c真 菌類 は6月 の6検 体 、9月 の 全検 体 か ら検 出 され たが 、1月 の検 体 か らは検 出 さ

れ なか った。

dpH、 水分 活 性 は表-1、2の とお り。官 能 試験 につ いて は、 消 費期 限 内で は異常

はなか った 。

表-1pH

表-2水 分活 性
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エ 考察 及 び ま とめ

(ア)細 菌 数 、大 腸 菌群 につ いて

豆腐 類 は製 造 当 日の もの で、細 菌 数 が120～8600/g検 出 され て い る。 当初季節 によ る

初発 菌量 の違 いが 予想 され た が、 今回 の 調査 で は、そ れ らを傾 向 と して つ かむ ことが で

きなか った 。大 腸菌 群 は 購入 当 日の2検 体 か ら検 出 され た。 これ は、製 造 時 の取扱 不 良

や、大 量 に使用 す る水 の 管理 が不 十 分 で あ る こ とが考 え られ た。

消 費期 限の検 体 で は絹 豆 腐で 細菌 数 が107レ ベ ル、大 腸 菌群 が104～106/g検 出 され て

いるが 、官 能 検 査で は異 常 はなか った。 また 、木綿 豆 腐 で も、細菌 数 が103～108/g、 大

腸 菌群 が106レ ベ ル検 出 されて い る。

今回 この よ うに細 菌 数 、 大腸 菌群 が 高 い レベ ルで あ った の は、販 売状 況(販 売 ケー ス

実測 温 度6.5～8.0℃)を 考慮 し表 示 され て い る保 存方 法(5℃)よ り高 い温度(10℃)

で 保存 試 験 を行 な った こ と も一因 と思 われ た 。一 般 に豆腐 類 は生 鮮食 品 と して認識 され

て いるが 、 家庭 にお いて 買 い置 きす る場合 もあ る こ とか ら、流 通か ら家庭 の冷 蔵庫 ま で

5℃ 以 下 で の保存 を す る こ とが 望 まれ る。

豆腐加 工 品の厚 あげ で は6、9月 が 製 造 後3日 、1月 が製 造後2日 の ものを購 入 した

が、細 菌 数 が104～106/g、 また、9月 の検 体で は大 腸 菌群 が10`レ ベ ル検 出され た検

体が あ った 。 この こと は、包 装 前の 取扱 不 良 や 、 この商 品 の包 装形 態 が 合成樹 脂製 袋 入

り(テ ー プ止 め)で あ った こ とな どが 影 響 して い る と思わ れ る。

がん もど きで は、6、9月 は製 造 当 日、1月 につ いて は製 造後2日 の ものを購 入 した。

細 菌数 につ いて は消 費 期 限で107/g以 上検 出 され 、細 菌 数 の多 い検体 は大 腸菌群 も多 く

検 出され た 。 この ことか ら、豆 腐加 工 品で は季節 によ る差 はみ られ るが 検 出され た細 菌

数等 の レベ ルか ら消 費期 限 の設 定 を現 在 の4～5日 よ りさ らに短 くす る必要 があ る と思

わ れた 。

煮豆 類 の青 豆 で は、6月 の検体 が 製造 後4日 、9、1月 の検 体が 製造 後2日 の もの を

購入 した。

購 入 日で は比較 的細 菌 数 、大 腸菌 群 と も低 く抑え られ て いたが 、消 費 期 限で は細 菌 数

につ いて は106～108レ ベ ルまで 増加 し納 豆臭 や糸 引 きが生 じた。 ことか ら、消 費期 限

を現 在 の6日 間 よ り短 くす る必要 が あ る と思 われ た。

昆布 豆 で は、6月 の検 体 が製造 後4日 。9、1月 の検 体 が製造 後2日 の ものを購 入 し

た。細 菌 数 、大 腸 菌群 につ いて は、 いず れ の期 間 中 も103/g以 下及 び不検 出であ った 。

また、9月 の検体 で は初 発 菌量 の割 に菌 数 の増 加が 見 られな か った。

これ は、水 分 活性 が低 い こ と、添 加 物 と して保存 料(ソ ル ビ ン酸K)が 使 用 されて い

ること に よ ると思 われ る。

(イ)好 気 性 芽 胞菌 、 セ レウ ス菌 につ いて

今 回 の検 査 で は、 購入 日の検 体か らは ほ とん ど検 出 され な か った。 た だ 、保存期 間 中

に細 菌 数 が多 く検 出 され た検 体か らは 、好 気性 芽胞 菌 が検 出 され る ことが多 く細菌 数 と

好 気性 芽 胞 菌数 は おお む ね関 連 して い る と思 われ る。 セ レウ ス菌 は 豆腐 加 工品の消 費 期

限及 び そ の2倍 で 一部 検 出 され た もの が あ った。

(ウ)真 菌類 につ いて

豆腐 類 で は、細 菌 数 の割 に酵 母 、 カ ビの検 出が少 な く、保存 期間 中 の 増加 もなか った 。
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これ は真菌類 は好 気 性で あ り、豆 腐 類 は水 を満 た した合 成樹 脂 製パ ック詰 めの 包 装形 態

で あ るため と思 わ れ る。 豆腐加 工 品 で は、酵母 、 カ ビの検 出数 が多 く、消費 期 限 の2倍

で は肉 眼で カ ビの コ ロニーが確 認 で きた。

煮 豆類 で は、青 豆 で は保 存期 間 中に酵母 数が 増 加 したが 、昆 布豆 で は真菌 の 検 出 は あ

ま りなか った。 これ は水 分活性 が0.904～0.906と 低 く、 ま た、保 存料 が添 加 され て い

た た め と思わ れ る 。

(エ)pH、 水分活 性 に つ いて

pHに つ いて は 、 今 回の調 査 で は豆腐類 、 豆腐 加 工 品、 青豆 で 時間が 経 つ につ れ て低

下 し昆布 豆で は期 間 中変 化が な か った。 これ は 、細 菌 数、 大腸 菌群 等 が増加 した商 品で

は、増加 した細 菌 等 の代 謝産 物 と して発生 した有 機酸 類 の影響 が あ った と思 わ れ る。腐

敗 の 目安 と してpHを 測定す る こ とは必要 で あ る。

水分 活性 は今 回 の 調 査で はい ずれ の検体 で も大 きな変化 が なか った 。 したが っ て水分

活性 は期限設 定 の 際 の 指標 と して は重要 でな い と思 われ る。

(オ)保 存 試験 にお け る検 査項 目に つ いて

今回 の調査 に よ り、期 限設 定 の 際 には以 下 の よ うな検査 を行 う必要 が あ る と思 わ れ る。

a豆 腐類 につ い て は、細菌 数 、 大腸菌 群、 酵 母 、pH

b豆 腐加工 品(厚 あ げ、が ん も どき)に つ いて は 、細菌 数 、大 腸菌 群、 真菌 類 、pH

c煮 豆(青 豆)に つ いて は、細 菌数 、酵母 、pH、 官能 試 験

d煮 豆(昆 布 豆)に ついて は 、細 菌数 、官 能 試 験

ただ し、 今 回 対 象 と した これ らの劣 化 しや す い食 品 にあ って は、 初発 菌量 と保 存温

度 に よって か な りの ば らつ きが 出 る ことが 考 え られ る。 また 、今回 の豆 腐類 の よ うに

表示 上の保 存 温 度 が 流通の 段 階 で守 りきれ な い こ と もあ り うるので 、製 造者 は期 限 の

設定 時 に この こ と も考慮す る必 要が あ る。

オ 今 後 の当該調 査 の 必 要 性

加 工 食品 は一 般 的 に、 原材料 や 製 造工程 によ りその 品質 が個 々に異 な る もの で あ り、 一

概 に期 限を設定 す る こと はで きな い。 また、現 在 市 場 に は多種 多様 な食 品が 出回 って い る

現状 か ら も、多 くの デ ー タを蓄 積 し、流通 段 階で の 販 売状 況、 温度 管理 等 を考 慮 しつっ さ

らに腐 敗 しや す い食 品 につ いて 調 査 を続 け る必 要 が あ る。
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